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⾸都⼤版Sakai “kibaco”
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kibaco

�⾸都⼤学東京における
全学標準eラーニングシステム
�Sakai 2.7.1 がベース
�2015年2⽉26⽇サービスイン

�全ての学⽣・教職員が利⽤できる
�原則として学内共通認証を利⽤

�全ての正課科⽬で利⽤できる
�学務システムの情報を反映し，全科⽬に対応するサイトを作成
�履修情報に基づきサイトへのレルムを追加
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Sakai が選ばれるまで
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全学標準eラーニングシステム

�2010年〜 : Blackboard
�当時の世界シェア No.1
�2007年度より⼀部授業で試験導⼊

�2015年〜：kibaco (Sakai)
�Sakai 2.7.1
�全ての正課に対応するサイトを作成
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移⾏の背景

�商⽤LMSを利⽤する上での課題
�ランニングコスト（ライセンス費⽤）
�機能改修の難しさ

�カスタマイズしやすいこと
�ライセンス料を抑えられること
�学内要望

�学内システムとの連携
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移⾏までのスケジュール

�2013年度より移⾏に向けた準備を開始
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2013年度 2014年度 2015年度

要件整理

新システム構築

新システム改修

移⾏⽀援

利⽤者⽀援

選定 新システムリリース



システム機能⾯

学内意⾒の集約

�2013年秋に学⽣・教員を対象にアンケートを実施
�システム機能⾯・サポート⾯の両側⾯から意⾒をいただいた

12⾸都⼤学東京におけるSakaiの導⼊

操作性

サポート⾯

マニュアル整備

操作の習熟度向上学内他システムとの連携

利⽤事例の共有実態に即した機能・表記

インターフェイス

モバイル対応



要件整理

�課題と学内意⾒を踏まえて要件を整理
�直感的に利⽤できるユーザインターフェース
�教務システムとの連携
�統合認証の利⽤
�システム導⼊・運⽤の費⽤削減

�学内標準として利⽤する上での性能要件を定義
�同時接続 500⼈ほどが安定して利⽤できる必要がある
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選定の結果，Sakai をベースとしたシステムに決定

これらを実現できるeラーニングシステムを選定



システム機能⾯の準備
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新システムの構築

�新eラーニングシステム構築プロジェクト
�2014年7⽉〜2015年3⽉（９ヶ⽉）

�システム開発・構築は外部委託
�前述の要件を整理した仕様書に基づき作業

�隔週で定例ミーティングを実施
�情報メディア教育⽀援部⾨が⼤学側のフロントを担当

（教員2名，事務3名）
�⼤学の利⽤実態を踏まえて詳細仕様を調整
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⽤語の整理

�⽤語の整理
�学内⽤語に合わせることで利⽤者にわかるように

例）
サイト → 授業
リソース → 資料

�⽇本語として⾃然に分かるものとする
�⼀⽅でオリジナルとの差異がでてしまう
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システム構成

�オンプレミスで構築
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App1

App2

DB Master

DB Slave

LB



学内システムとの連携

�学務システムの履修データに基づきレルム設定
�統合認証システムでログイン認証

�マスタデータは事前にインポート
�ユーザマスタ
�授業マスタ
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履修データ

統合認証システム

学務システム kibaco

ユーザマスタ

授業マスタ
インポート



サポート⾯の準備
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ブランディング

�認知度向上のため新eラーニングシステムの愛称・ロゴを公募
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愛称・ロゴ

⼤学をイメージした
フッター



ドキュメント等の整備

�マニュアルの作成
�システム構築と並⾏して準備

�案内サイトの整備
�ニューズレターの発⾏
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説明会の実施

�リアルな”場”としての説明会を実施

�新システムへの移⾏に向けた説明会
�教員向けとして計3回実施（7⽉〜9⽉）

�各キャンパス + TV会議システムでの中継
�操作説明会

�教員向け 2回，情報教育授業補助員向け 1回実施（3⽉）

�PC教室でのハンズオン形式
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まとめ
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システム機能⾯

学内意⾒への対応

�kibaco への移⾏と共に意⾒を踏まえた対応を実施
�引き続き検討を続ける項⽬も存在

24⾸都⼤学東京におけるSakaiの導⼊

操作性

サポート⾯

マニュアル整備

操作の習熟度向上学内他システムとの連携

利⽤事例の共有実態に即した機能・表記

インターフェイス

モバイル対応



まとめ

�学内要望を踏まえて商⽤LMSからSakaiベースのシステムに移⾏
�2015年2⽉より本番稼働を開始

�学内システムとの連携により全学でスムーズな利⽤が可能
�正課授業ですぐに導⼊できるよう準備
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今後の課題

�⼤学側フロントとしての私⾒を整理

�継続的な意⾒集約と改善
�国際化対応
�環境の変化

�リッチコンテンツ（動画等）の普及
�学習環境の変化（スマホ・タブレット）

�さらなる将来を⾒据えたアップグレード等の施策
�学習の資料・記録をストックしつづける “⽊箱” となるため
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